
※矢印は、今回の調査で発見された遺構や遺物のおおよその時期を示したものです。

※この内容は調査段階のものであり、今後の調査成果や出土品等整理などにより評価を変える場合があります。
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【蓑毛小林遺跡の発掘調査－縄文時代草創期と旧石器時代の石器製作址－】

　蓑毛小林遺跡は秦野盆地北東部、丹沢山地のふもとに位置しており、平成 25 年 12 月から発掘

調査をしています。これは中日本高速道路株式会社による新東名高速道路建設事業に伴う事前の埋

蔵文化財発掘調査で、古墳時代を除く旧石器時代から近世までの「遺構」や「遺物」が発見されて

います。

　これまでの調査からこの遺跡は、近世から古代までは主に耕作地として利用され、弥生時代と縄

文時代には落とし穴猟をおこなう“狩り場”として利用されたことが分かりました。人々が寝起き

をした住居は見つかっていませんが、これは複数の時期の土石流などの災害が一因と考えられます。

　特筆すべきは近年の調査で発見された、旧石器時代と縄文時代草創期の遺物や遺構です。

　遺跡東端部では旧石器時代の膨大な量の遺物が出土しました。これは約２万～ 2 万７千年前の複

数の時期の生活を示すものです。出土した石器は約 5 万点にも及び、県内の旧石器時代遺跡として

は最多となります。とくに 2 万 1 千年前の地層からは槍先形尖頭器の製作跡が発見され、その製作

時に出た石くず（砕片）や素材（剥片）も合わせると約 3 万点の石器が発見されました。

　また、今年の調査では遺跡西端部でも多数の石器が出土しました。これは縄文時代草創期の槍先

形尖頭器の製作跡とみられ、約 700 点の石器が出土しています。2 基の「配石遺構」（石を組んだ

遺構）も見つかっており、当時の人々の生活を考えるうえで興味深い事例となっています。

　蓑毛小林遺跡では約２万７千年前から１万５千

年前の人々が石器を作ったり、火を使った痕跡が

発見されました。

　出土した石器は石器製作の時に生じる砕片を含

めると約 5 万１千点にもなります。
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◀秦野市内で調査中の遺跡

　かながわ考古学財団は現在、秦野市内で

複数の遺跡の発掘調査を実施しています。

　蓑毛小林遺跡はその中でも東端に位置

し、東田原象ヶ谷戸遺跡、寺山中丸遺跡、

寺山角ヶ谷戸遺跡が近接しています。

槍先形尖頭器

【縄文時代草創期】
　遺跡の西端部で槍先形尖頭器の製作跡と

配石遺構が見つかりました。

【旧石器時代－約 2 万 1 千年前－】
　遺跡の東端部で槍先形尖頭器の製作跡が発見されました。

　壊れたものや作りかけのものも含めると 254 点もの槍先形

尖頭器が出土しました。

【旧石器時代－約 2 万 3 千年前－】
　遺跡の東端部で、ナイフ形石器の

製作跡が発見されました。

【旧石器時代－約 2 万 5 千年前－】
　遺跡の東端部でナイフ形石器、掻

器などの製作跡が発見されました。

　調理施設と考えられる「礫群」と

いう遺構も 18 基発見されました。

【旧石器時代－約 2 万 7 千年前－】
　遺跡の東端部で、掻器などが出土しました。

　この遺物群は現在のところ、秦野市最古の

人類の痕跡です。
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